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・
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に
思
う
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米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
特
別
な
関
係
」 

 

長
谷
川 

修 
 

 

２
０
１
８
年
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
米
大
使
館
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム

に
移
転
し
た
。
国
際
社
会
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
東
エ
ル
サ
レ
ム
併
合
も
首
都
宣
言
も
認
め
て
い
な
い

か
ら
、
米
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
要
請
に
応
え
る
世
界
最
初
の
国
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
国
連
安

保
理
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
非
難
決
議
案
に
対
す
る
米
国
の
拒
否
権
発
動
は
、
通
算
で
４
０
回
（
全

体
で
８
０
回
）。
米
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
経
済
・
軍
事
援
助
は
、
毎
年
３
０
億
ド
ル
、
比
率
で

２
０
％
と
、
世
界
人
口
の
０

．
１
％
の
国
に
最
大
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。 

 

大
戦
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
建
国
へ
の
同
情
や
、
米
ソ
冷
戦
時
代
に
は
戦
略
的
に
重
要
で
あ
っ
た
と
は
言

え
、
現
在
も
な
お
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
「
特
別
な
関
係
」
は
続
い
て
い
る
。 

こ
の
背
景
を
考
え
て
み
よ
う
。 

 

米
国
の
政
治
で
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
の
影
響
は
大
き
い
。
数
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
の
中
で
も

「
米
国
イ
ス
ラ
エ
ル
公
共
問
題
委
員
会
（
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ

エ

イ

パ

ッ

ク

）」
は
、
豊
富
な
資
金
力
、
選
挙
で
の
集
票
力

を
背
景
に
米
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
全
米
ロ
ビ
ー
の
ラ
ン
ク
で
は
２
位
に
つ
け
、

巨
大
労
組
の
「
Ａ
Ｆ
Ｌ-

Ｃ
Ｉ
Ｏ
」
や
「
全
米
ラ
イ
フ
ル
協
会
」
よ
り
上
位
に
あ
る
。
加
え
て
、
キ
リ

ス
ト
教
福

音

派

エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル

と
も
連
携
し
、
大
統
領
選
挙
で
の
ユ
ダ
ヤ
票
の
行
方
は
重
要
性
を
持
つ
。 

 

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
入
植
活
動
や
核
武
装
等
の
強
硬
路
線
を
無
条
件
に
支
持
し
、
そ

の
政
策
の
実
現
を
米
国
政
府
に
働
き
か
け
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
国
内
外
で
紛
争
を
続
け
る
こ

と
で
軍
事
大
国
と
な
っ
た
が
、
米
軍
と
の
同
盟
関
係
に
は
強
固
な
も
の
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
姿
勢
に
対
し
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
復
活
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
の
批

判
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
若
者
を
中
心
に
、「

親
プ
ロ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
、
親

プ
ロ
・

和
平

ピ

ー

ス

」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
新
し
い
ロ
ビ
ー
「
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ト
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
策
に
追
随
す
る
の
で
は
な
く
主
体
的
に
発
言
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
親
和
平
と
は

パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
共
存
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
世
紀
の
難
問
だ
が
、
米
国
の
積
極
的
介
入
で
２
国
家
共
存
を

と
る
し
か
な
い
と
思
う
。 


